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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基盤上に下塗剤シーラを塗布し、乾燥後上から漆喰着色クリームを塗り乾燥させ下地層
を形成し、更に上から全体模様版下型抜き板を固定し、上から漆喰着色クリームを塗り乾
燥後更に部分模様版下型抜き板を重ねて固定し、漆喰着色クリームを塗り乾燥後、前記全
体模様版下型抜き板および／または部分模様版下型抜き板を剥離して表面に多色模様を形
成する壁面立体形状形成方法であって、
　カキ貝殻粉末、赤貝貝殻粉末、ホタテ貝殻粉末配合物のいずれかに消石灰及びドロマイ
トを配合し、増粘添加剤として増粘安定剤、指定添加物、ガムベース、セルロース誘導体
、グアーガム誘導体、バイオガム、増粘剤のうち少なくとも一つを配合し、及び／もしく
は増粘添加剤のいずれか二種類以上を併合配合して得られた漆喰クリームを用いて壁面の
表面に立体形状を形成させる立体形状表現手段を使用することを特徴とする壁面立体形状
形成方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の壁面立体形状形成方法において、
　前記漆喰クリームが、角又、銀杏草及び布のりに係る糊剤のうち少なくとも一つを更に
配合して得られたものであることを特徴とする壁面立体形状形成方法。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の壁面立体形状形成方法において、
　前記漆喰クリームが、ホタテ貝殻粉末２０～８０重量％の間の任意の値、消石灰１０～
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５０重量％の間の任意の値、角又粉末糊１～２０重量％の間の任意の値、グアーガム０．
５～５重量％の間の任意の値、酸化チタン１～１５重量％の間の任意の値、セルロース繊
維０．１～８重量％の間の任意の値、水３０～４０重量％の間の任意の値であって合計が
１００重量％となるものを含有したものであることを特徴とする壁面立体形状形成方法。
【請求項４】
　請求項１及至３のうちいずれか1項記載の壁面立体形状形成方法において、
　前記漆喰クリームが、合成樹脂バインダーとしてアクリルエマルジョン、アクリル樹脂
、シリコン樹脂、フッ素樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、カオチ
ン樹脂、アクリル共重合体樹脂及びシリコン共重合体樹脂、スチレン／アクリル共重体、
ポリ酢酸ビニール重合体、エチレン／酢酸ビニール重合体、酢酸ビニール／ベオバ共重体
、アクリル／酢酸ビニール／ベオバ共重体に係る合成樹脂のうち少なくとも一つを更に配
合したものであることを特徴とする壁面立体形状形成方法。
【請求項５】
　前記立体形状表現手段は、所定の形状を有する型を用いて立体形状を形成させることを
特徴とする請求項１及至４のうちいずれか1項記載の壁面立体形状形成方法。
【請求項６】
　前記立体形状表現手段は、更に部分的な型を用いて色彩の異なる立体形状を形成させる
ことを特徴とする請求項１及至４のうちいずれか1項記載の壁面立体形状形成方法。
【請求項７】
　前記立体形状表現手段は、前記漆喰クリームを絞り袋に入れ、前記絞り袋から前記漆喰
クリームを押し出すことで立体形状を隆起させることを特徴とする請求項１乃至４のうち
いずれか１項記載の壁面立体形状形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は建築物、戸建住宅、集合住宅及び商業ビルを含む建築物の室内壁面、天井、外
壁として表面仕上層を形成するのに適したホタテ貝殻等を含む有機貝材から成る漆喰クリ
ームを壁面に版下型抜き板を使って施工する壁面の表面形成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築物構造内装仕上材としては過去において、壁面、天井については吸放湿性、殺菌性
等の観点から漆喰、無垢材を使用していたところ、施工性、経済性の観点から、より工期
が短期間で済み、安価である合板プリント又はビニールクロスを近年使用するところとな
っている。
【０００３】
　また、従来、ステンシル技法として、ステンシルシートを使って下絵の上にステンシル
トーレスを上に乗せ、下絵に沿って写し書きをして、ステンシルシートトーレスの型紙を
切り、その上から筆及びスポンジブラシで絵の具により色付けをする平面プリント方法と
いうものがあった。大きさは、葉書大からＡ４の大きさ程が普通である。
【０００４】
　さらに、看板プリントについては、樹脂カッティングシートで型紙板を作り、その上か
らローラ及び吹付けをする平面プリント方法もあった。
【０００５】
　洋服のTシャツプリントについては、枠に型紙シート模様板タテ６０ｃｍ×ヨコ５０ｃ
ｍを作り、着色数の模様板を作成し、その上から着色数の色付けをするという平面プリン
ト方法というものがあった。浴衣、手拭い、はんてんについては、染物型紙染めという技
法があり、型染は、手すき紙に柿渋を塗り貼り合わせた渋紙に、文字や紋様を彫り抜いた
型紙を使い糊の型置き防色をして染め上げる平面染め技法といわれる技法である。これに
関し、まず型紙の作成については、デザインを考え下絵に写した型紙を彫り、次に防染糊
をへらに取り、型紙の上に置いて全体が均一になるよう糊をのばして糊置きをする。そし
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て、糊置きした糊が十分乾燥した後、染料によって染色をする。最後に染料を定着させた
後、防染していた糊を水洗いするという手順であった。
【０００６】
　一方、立体彩色模様の壁面の表面形成方法としては、従来、消石灰、糊、スサの配合物
を水と混合攪拌混練することが行われているが、作業手間がかかり安定した材料にはなら
ず、さらに壁面表面模様が単調であった。また、ローラ工法については合成樹脂アクリル
エマルジョンと珪藻土並びに消石灰を混合攪拌混練し、ローラ本体に模様を造作して、壁
面に塗布し模様をつけるということが行われていた。加えて吹付工法というものが行われ
ていたが、材料に水を希釈して吹付けをするので模様付けはできない。そのため、表面模
様の多種多彩性が不足していた。
【０００７】
　重要な点として、内装材として上記ビニールクロス、合板プリントを使った場合には、
製造時及び施工時に使用される接着剤等に含まれるホルムアルデヒド、トルエン、キシレ
ン、パラジクロロベンゼンの有機溶剤、その他の化学物質等の有害ガスが室内に揮散して
しまう。ここで、近年の住宅の高気密化や冬期の暖房による室内温度上昇から、密閉され
た壁面や壁裏に結露が生じ、黒カビや細菌、窒素酸化物、ダニなどのアルゲンが発生する
。そのため、それを原因とするシックハウス症候群、シックビル症候群等いわゆるビル病
にかかるおそれがある。
【０００８】
　そこで、古くからの漆喰、珪藻土無機質材が注目されはじめている。漆喰は消石灰に角
又、銀杏草、布のりなどのいずれかを、植物繊維、スサとしてワラ、和紙、麻のいずれか
を水と混合して練り合わせたものであり、吸放湿性や吸着性を有し、結露及びカビ防止だ
けではなく、他の建材から発生するホルムアルデヒド、その他の有毒ガスを吸着する効果
もあり、空気汚染の防止効果が期待できる。珪藻土は多孔構造を持ち、吸放湿性を有し、
結露防止、消臭、抗菌作用を発揮し、室内空気汚染を防止する効果が期待できる。
【０００９】
　ここで、古来からの施工手順方法としては、下地、荒壁塗、裏返し、貫伏せ、チリ墨出
し、ひげこ打ち、チリ廻り塗、底埋め塗、中塗、上塗、養生及び手入れといった工程があ
る。しかし一方、漆喰を使用した壁の場合には消石灰が空気中の二酸化炭素を吸収して硬
化する特徴があるものの、硬化の収縮率が大きく、厚塗りするとひび割れが発生し易い欠
点がある。また、施工時には一度に厚塗りをすることができず、１ｍｍ以下程度に薄塗り
をし、乾燥させて重ね塗りを繰り返し行い、厚みが出るように仕上げるという過程が必要
となる。そのため、重ね塗りのたびに乾燥・硬化させるための養生期間を強いられ工期に
長期間を要してしまう。さらに、厚さ１ｍｍ以下程度に薄塗りを行うには熟練した技術が
必要であり、現在ではそのような高度な技術を持った技術者が少なくなり、漆喰壁は高価
につくという欠点がある。
【００１０】
　また、一方、従来の壁面模様はコテ、ローラ及び吹付けにおいての模様付けは限られた
中から選択しなければならず、個性的な装飾を施すについては困難であった。更に壁面模
様の単調さを解消して変化に富んだ壁面表面模様形成には、熟練した技術が必要となる。
【００１１】
　上記のような欠点を解消すべく、消石灰に合成樹脂アクリルエマルション、アクリル共
重体のような有機材料を漆喰に添加することもおこなわれている。しかし、有機系材料を
多量に使用すると漆喰が空気中の二酸化炭素を吸収し、硬化時の呼吸作用が添加した有機
材料に妨げられ、内部の漆喰の硬化を阻害する。そして、表面層のみが先に硬化すること
となり、アクリルエマルションの被膜が表面に形成され漆喰が本来有する吸放湿性、吸着
性などの特徴が損失する。そのため、結露防止、室内汚染の抑制効果が低下してしまう問
題も発生する。
【００１２】
　また、従来の壁塗材漆喰は、消石灰、海藻糊、スサの配合及び水との混合については施
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工時に適量に攪拌混練されて使用されるものであったが、その時々の職人の目による配合
及び水との混合によるため、材料の安定性、一定性に欠けている。さらに、従来消石灰及
びバインダーとしての角又、銀杏草、布のり、スサのいずれかを水と混合攪拌混練して保
存しても、配合物と水が分離し水が腐敗するため、保存には不向きであるという欠点も存
在する。
【特許文献１】特開２００３-３０６６１４号公報
【特許文献２】特開平９-２９０２０５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上記した特許文献１に記載の建築用塗料組成物及び建築用塗料では、含有物として漆喰
（消石灰）をベースとしており、有害ガスの発生がなく、吸放湿性や吸着性を有している
ものの、天然成分を含有していないものである。従って、かかる粉末を用いることによる
消臭効果、及び効果的な吸放湿性、結露やカビ等の細菌の防止を図る作用を発揮し得なか
った。
【００１４】
　上記した特許文献２に記載の壁面の形成方法では、壁面の単調さを解消して変化に富み
かつ立体感のある壁面を形成し得るものの、当該形成時に必要となるその手間・技術につ
いては何人も形成し得るような簡便さを備えていないものである。従って、壁面のかかる
立体着色模様を形成するについて熟練工でなくても簡便に形成し得る簡易性を発揮し得な
かった。
【００１５】
　本発明は上記のような従来のビニールクロス、合板プリント等新建材における壁材の問
題点に鑑み、有機材から発生するホルムアルデヒド、トルエン、キシレン等揮発性化学物
（ＶＯＣ）有毒ガス発生による室内汚染などのおそれがなく、吸放湿性、吸着性を有し、
結露及びひび割れの発生もなく必要な厚みの表面仕上げ形成層を一回塗りで形成しつつ、
工期も短期間を要するのみで、熟練工でなくても作業が簡便にできることにより工費が安
価で済むホタテ貝殻等より成る粉末漆喰クリームを、版下型抜き板を用いることにより、
所望する立体着色模様と厚みを簡便に形成する方法を提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　かかる課題を解決するため、本発明において使用する漆喰クリームは、カキ貝殻粉末、
赤貝貝殻粉末、ホタテ貝殻粉末配合物のいずれかに消石灰及びドロマイトを配合し、増粘
添加剤として増粘安定剤、指定添加物、ガムベース、セルロース誘導体、グアーガム誘導
体、バイオガム、増粘剤のうち少なくとも一つを配合し、及び／もしくは増粘添加剤のい
ずれか二種類以上を併合配合したものである。
【００１７】
　ここで、増粘安定剤としては、素材に粘性を与えるものであり、例えば、アマシードガ
ム、アツレオバシジウム培養液、アグロバクテリウムスクシノグリカン、アラビノガラク
タン、アラビアガム、アルギン酸、アロエベラ抽出液、ウェランガム、エレミ樹脂、オク
ラ抽出物、オリゴグルコサミン、海藻セルロース、カシアガム、褐藻抽出物、ガティガム
、カードラン、カラギナン、カラヤガム、カロブビーンガム、キサンタンガム、キダチア
ロエ抽出物、キチン、キトサン、グアーガム、グアーガム酵素分解物、グルテン、グルテ
ン分解物、酵母細胞壁、コンニャクイモ抽出物、サイリウムシードガム、サツマイモシー
ドガム、サバクヨモギシードガム、ジェランガム、スクレロガム、セスバニアガム、ダイ
ズ多糖類、タマリンドシードガム、タラガム、ダルマン樹脂、デキストラン、トラガント
ガム、トロロアオイ、ナタデココ、納豆菌ガム、微小繊維状セルロース、ファーセレラン
、フクロノリ抽出物、プルラン、プロピレングリコール、ペクチン、マクロホモプシスガ
ム、マンナン、モモ樹脂、ラムザンガム、レバン、レンネットカゼイン、指定添加物とし
てアルギン酸ナトリウム、アルギン酸プロピレングリコールエステル、カルボキシメチル
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セルロースカルシウム、カルボキシメチルセルロースナトリウム、デンプングリコール酸
ナトリウム、デンプンリン酸エステルナトリウム、ポリアクリル酸ナトリウム、メチルセ
ルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロースが含ま
れるが、これらに限定されない。
【００１８】
　セルロース誘導体としては、セルロースを基本構造とする化合物であって、セルロース
を原料として生物的あるいは化学的に目的の置換基を導入して得られたセルロース骨格を
有する化合物をいい、例えば、カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロー
ス、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カチオン化セルロース、ヒドロキシプロピル
セルロース、ニチルセルロース、セルロースエーテル、酢酸セルロースが含まれるが、こ
れらに限定されない。
【００１９】
　また、ガムベースとしては、長時間咀嚼しても水に溶けないものであり、例えば、エス
テルガム、グリセリン脂肪酸、ショ糖脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリ
インブチレン、ボリブレン、プロピレングリコール脂肪酸エステルが含まれるが、これら
に限定されない。
【００２０】
　また、グアーガム誘導体とは、ヒドロキシプロピルグアーガム、グアーガム加水分解品
、カルボキシメチル、カチオン化グアーガム、ヒドロキシプロピルグアーガムが含まれる
が、これらに限定されない。
【００２１】
　また、バイオガムとしては、ダイユータンガムが含まれるが、これに限定されない。
【００２２】
　また、増粘剤としては、素材の粘性を高めることを目的としたものであり、例えば、ア
ルギン酸ソーダ、ＰＶＭ/ＭＡクロスポリマー、カルボキシビニールポリマー、ケイ酸ア
ルミニウムマグネシュウム、ヘクトライト/有機ヘクトライト、合成ケイ酸ナトリウムマ
グネシウムを含むが、これらに限定されない。
【００２３】
　このように構成することで、貝殻粉末、水酸化カルシウムを主成分として成るため、吸
放湿性、消臭、結露、カビ、細菌が効果的に防止でき、ホルムアルデヒドの吸収分解揮発
性化合物（ＶＯＣ）の吸着有毒ガスの発生による室内空気汚染のおそれがない。
【００２４】
　また、本発明において使用する漆喰クリームは、上記のいずれかの構成の漆喰クリーム
に、角又、銀杏草及び布のりに係る糊剤のうち少なくとも一つを更に配合して得たもので
ある。
【００２５】
　このように構成することで、配合物と水とが分離することなく、クリーム状で硬化しな
いため、ペースト状の状態で長期保存ができる。なお、バインダーとして、被膜を張らな
い無機材、角又、銀杏草、布のり等を用いることが好ましい。
【００２６】
　また、本発明において使用する漆喰クリームは、上記のいずれかの構成の漆喰クリーム
において、ホタテ貝殻粉末２０～８０重量％の間の任意の値、消石灰１０～５０重量％の
間の任意の値、角又粉末糊１～２０重量％の間の任意の値、グアーガム０．５～５重量％
の間の任意の値、酸化チタン１～１５重量％の間の任意の値、セルロース繊維０．１～８
重量％の間の任意の値、水３０～４０重量％の間の任意の値であって合計が１００重量％
となるとものを含有したものである。
【００２７】
　ここで、ホタテ貝殻粉末は炭酸カルシウムであり、その含量は９６．６８％程度のもの
であり、動物が食したとしても有害ではないものを含む。
【００２８】
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　また、消石灰は水酸化カルシウムの俗称であり、試薬、食品や化粧品のｐＨ調整剤、カ
ルシウム補充剤、化学合成原料、体質顔料及び殺菌剤等としても用いられる。
【００２９】
　また、角又粉末糊とは、海藻を粉末状にして糊として利用するものである。
【００３０】
　また、グアーガムとは、マメ科の植物種子から取れる成分で、水に良く溶け粘度が高い
ので増粘剤として利用されるものである。
【００３１】
　また、酸化チタン（ＴｉＯ２）とは、正式には二酸化チタンのことを示し、白い絵の具
等の塗料、釉薬、化合繊用途など顔料として、また光触媒など機能材料として利用される
ものである。
【００３２】
　また、セルロース繊維とは、植物の細胞膜を作る多糖類のことで、天然の有機化合物の
一つであるセルロースを持つ植物をそのまま利用したもの（天然繊維、植物繊維）として
の綿や麻など、また化学的に取り出したもの（再生繊維）としてのレーヨン、キュプラな
どが代表的で、これらの繊維を総称したものを示す。なお、セルロース繊維には、アーボ
セル（登録商標）を含む。
【００３３】
　このように構成することで、漆喰をベースとする壁塗材に角又、セルロース繊維を配合
することにより下地の接着性に優れ、ひび割れ、剥がれ等が発生せず、一回の壁塗作業に
より表面仕上形成層を所望の厚さに形成することができ、乾燥後の表面形成層は吸放湿性
、結露、室内空気汚染を防止することができる。配合割合については、配合材６０重量％
、水４０重量％の割合で混合攪拌混練後、容器に入れて保存し得るものである。また、施
工時に混合攪拌する手間が省け、作業が簡便になる。
【００３４】
　また、本発明において使用する漆喰クリームは、上記のいずれかの構成の漆喰クリーム
に、合成樹脂バインダーとしてアクリルエマルジョン、アクリル樹脂、シリコン樹脂、フ
ッ素樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、カオチン樹脂、アクリル共
重合体樹脂及びシリコン共重合体樹脂、スチレン／アクリル共重体、ポリ酢酸ビニール重
合体、エチレン／酢酸ビニール重合体、酢酸ビニール／ベオバ共重体、アクリル／酢酸ビ
ニール／ベオバ共重体に係る合成樹脂のうち少なくとも一つを更に配合し、バインダーと
して用いるものである。
【００３５】
このように構成することで、合成樹脂をバインダーとして用いるため、各配合物同士を吸
着させ、漆喰クリームが乾燥してもひび割れや分裂を起こしにくくすることができる。
【００３６】
　また、本発明では、カキ貝殻粉末、赤貝貝殻粉末、ホタテ貝殻粉末配合物のいずれかに
消石灰及びドロマイトを配合、更に合成樹脂バインダーとしてアクリルエマルジョン、ア
クリル樹脂、シリコン樹脂、フッ素樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、ポリエステル樹
脂、カオチン樹脂、アクリル共重合体樹脂及びシリコン共重合体樹脂、スチレン／アクリ
ル共重体、ポリ酢酸ビニール重合体、エチレン／酢酸ビニール重合体、酢酸ビニール／ベ
オバ共重体、アクリル／酢酸ビニール／ベオバ共重体に係る合成樹脂のうち一つを配合及
び／もしくは二種類以上を併用配合して用いる。
【００３７】
　また、本発明では、上記記載の漆喰クリームに必要に応じて水を加えて攪拌混練をする
。
【００３８】
　また、本発明に係る壁面立体形状形成方法は、基盤上に下塗剤シーラを塗布し、乾燥後
上から漆喰着色クリームを塗り乾燥させ下地層を形成し、更に上から全体模様版下型抜き
板を固定し、上から漆喰着色クリームを塗り乾燥後更に部分模様版下型抜き板を重ねて固
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定し、漆喰着色クリームを塗り乾燥後、前記全体模様版下型抜き板および／または部分模
様版下型抜き板を剥離して表面に多色模様を形成する壁面立体形状形成方法であって、漆
喰クリームを用いて壁面の表面に立体形状を形成させる立体形状表現手段を使用すること
を特徴とする。
【００３９】
　ここで、立体形状表現手段とは、壁面を凹凸のある立体的な形状に表現する機能を有す
る装置、機械、器具等を含む概念を示し、かかる「手段を使用する」とは、好適には、例
えば、所定の形状を有する型を用いたり、円錐状の筒の先端から漆喰クリームを押し出し
たりすることが含まれる。
【００４０】
　このように構成することで、壁面を彫刻刀等で直接削る必要が無いため、及び、上記の
いずれかの構成の漆喰クリームを用いることで成型性が高いため、彫刻の技術を有する職
人以外でも壁面に所望の立体形状を形成させることができる。
【００４１】
　また、上記において立体形状表現手段は、所定の形状を有する型を用いて立体形状を形
成させることを特徴とする。
【００４２】
　ここで、所定の形状を有する型とは、模様、文字及び絵その他壁面に表現したい形状で
あればいずれでもよく、これらに限定されない。また、型の材質、厚み及び寸法に限定は
ない。
【００４３】
　このように構成することで、型の隙間に漆喰クリームを注入することで、所望の立体形
状を、ともすれば施工しにくく、仕上には熟練を要する壁面上に、たとえ相当な熟練を有
しない者であっても、表現することができる。
【００４４】
　また、上記において立体形状表現手段は、更に部分的な型を用いて色彩の異なる立体形
状を形成させることを特徴とする。
【００４５】
　ここで、部分的な型とは、上記記載の型の一部を示し、その範囲に限定はない。
【００４６】
　このように構成することで、部分的な型を、上記記載の壁面の立体形状を形成させるた
めに使用した型の上に置き、その隙間に色彩の異なる漆喰クリームを注入することで、従
来の壁面の単調さを解消し、より変化に富みながら、多色の色相を用いることで、一層立
体的にしつつ、隆起させることにより立体彩色模様を形成する方法を提供することができ
るようになる。
【００４７】
　また、上記において立体形状表現手段は、漆喰クリームを絞り袋に入れ、絞り袋から前
記漆喰クリームを押し出すことで立体形状を隆起させることを特徴とする。
【００４８】
　ここで、絞り袋とは、ケーキのデコレーションに用いる道具に類似したもので、その先
端が細いものを示す。なお、絞り袋の容量、材質及び寸法或いは先端の寸法や形状に限定
はない。
【００４９】
　このように構成することで、上記記載の型を用いずに、先端から漆喰クリームを押し出
すことで、ケーキにデコレーションを施すように所望の立体形状を隆起させることができ
る。
【００５０】
　また、本発明に係る壁面立体彩形状形成方法に用いる下塗り材は、少なくともホタテ貝
殻粉末、カキ貝殻粉末、赤貝貝殻粉末のいずれかに消石灰を配合した漆喰クリーム、アク
リルエマルション及び合成樹脂である水性シリコン樹脂、水性アクリル樹脂、水性フッソ
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樹脂及び水性ポリエステル樹脂のうち少なくとも一つの樹脂にカチオン樹脂を配合したゲ
ル状、クリーム状或いはペースト状材料を使うことを特徴とする。
【００５１】
　漆喰クリームによる建築内外装の施工に際しては、混練したものを、戸建住宅、集合住
宅、商業ビル等の室内壁面や天井あるいは外壁に形成した下地材上に塗布、乾燥、硬化さ
せる。このとき消石灰は空気中の二酸化炭素を吸収して硬化する。セルロース繊維を配合
することで硬化時において水に溶解せず分散するので、乾燥時の収縮率を減少させ、壁塗
りのひび割れ、剥がれを防止する。また、角又、銀杏草及び布のりは下地材への接着度を
向上させ、硬化後の表面仕上層の脱落を防止する。さらに、一度の壁塗作業で必要な表面
仕上層を形成することができる。そのため、従来の漆喰壁のように繰り返し重ね塗りをす
る必要がなく、下地材表面の施工も簡便で熟練工でなくても工期も短く、厚塗りも可能で
あるから、表面仕上層の仕上がりも良い。そして、上記のホタテ貝殻等より成る粉末、消
石灰、角又、粉末糊、酸化チタン、グアーガム及びセルロース繊維を含有する配合物を水
と混合させ攪拌混練しておくと、配合物と水の分離がないクリーム状になるので、容器に
入れておくことによって長時間保存が可能であり、配合物との混合の手間が省け施工時に
作業が簡便にできる。
【発明の効果】
【００５２】
　本発明に係る漆喰クリームによれば、建築物の室内壁面、天井面及び外壁面等に塗布す
ることにより、一回の壁塗り作業で所望の厚みの平滑な表面仕上層が形成できる。即ち、
下地石膏ボードの上に下地剤を塗布し、乾燥後該漆喰クリームを一回塗りのみで施工でき
る簡便性を有し、従来の漆喰壁塗りのような重ね塗りを要することもない。また、材料を
水で希釈しエアレス器でエアレスガンの吹付けを行うと、平滑な表面仕上層が形成される
。加えて、ローラ本体に模様を造作し、壁塗り表面に模様仕上層を形成し得るものである
。
【００５３】
　また、上記のように構成されるところ、セルロース繊維のアーボセル（登録商標）は、
セルロース充填材で天然品であり、他の水溶性セルロースとは相違し水に溶けず粘性を増
加させ、だれ止めやクラック防止が図られ、軽量化の向上及び作業の向上の効果があり、
厚塗りには、最適である。従来使われている水溶性セルロースエーテルは水の分布がない
結果、薄皮を形成するのに対し、前記アーボセルはセルロース繊維骨格によって、水分布
を起こすものであり、結果的に薄皮形成についての張力が減少することにより、安定した
乾燥と接着力が得られる。海藻粉末糊、角又、ホタテ貝殻粉末及び消石灰と水の混合によ
り下地との接着力を向上させ、これに伴って角又糊による被膜の発生は起こらず、被膜が
表面に張り付くこともない。加えて、湿気による膨張や乾燥による収縮が発生せず、配合
物と練り合わせることにより、浸透性、分散性を発揮する。これによりコテさばきがよく
、壁表面に糊が浮き出す皮張現象がないため作業が簡便となる。また、配合物に多糖類グ
アーガムを添加することにより、配合物と水と混合攪拌混練すると融合してクリーム状に
なる。これを容器に入れ、長期保存が可能である。
【００５４】
　しかも、貝殻粉末及び水酸化カルシウムを主成分として成るため、吸放湿性、消臭、結
露、カビ及び細菌が効果的に防止でき、ホルムアルデヒドの吸収分解揮発性化合物（ＶＯ
Ｃ）の吸着有毒ガスの発生による室内空気汚染のおそれがない。したがって、人に対する
影響、例えばシックハウス症候群を回避し、目、頭及びのどが痛い、動悸や息切れがする
といった症状により日常生活に支障を生じることもなくなる。
【００５５】
　なお、壁表面及び模様に仮にひび割れが生じても、ひび割れした部分に漆喰クリーム材
を上から塗り、布に水を含ませ軽くこすり、浸透させ布でぼかした後乾燥硬化させると再
生、修復が簡単にできる。
【００５６】
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　さらに、本発明では、上記記載の漆喰クリームに、角又、銀杏草及び布のりに係る糊剤
のうち少なくとも一つを配合することで、ペースト状で長期保存が可能となり、そのまま
使用することができるため、作業が簡便となる。
【００５７】
　また、本発明では、漆喰クリームは、ホタテ貝殻粉末２０～８０重量％の間の任意の値
、消石灰１０～５０重量％の間の任意の値、角又粉末糊１～２０重量％の間の任意の値、
グアーガム０．５～５重量％の間の任意の値、酸化チタン１～１５重量％の間の任意の値
、セルロース繊維０．１～８重量％の間の任意の値、水３０～４０重量％の間の任意の値
であって合計が１００重量％となるものを含有することで、最適割合での配合によって、
上記記載の漆喰クリームの効果を更に向上させることができる。
【００５８】
　さらに、本発明に係る漆喰クリームは、上記記載の漆喰クリームに、水性アクリルエマ
ルジョン、アクリル樹脂、シリコン樹脂、フッ素樹脂、エポキシ樹脂、ウレタン樹脂、ポ
リエステル樹脂、カオチン樹脂、アクリル共重合体樹脂及びシリコン共重合体樹脂に係る
合成樹脂のうち少なくとも一つを配合して、これをバインダーとして用いることから、漆
喰クリームが乾燥してもひび割れや分裂を起こしにくくし、壁面の美観を損なうことを防
ぐことができる。
【００５９】
　また、本発明に係る壁面立体形状形成方法は、漆喰クリームを用いて壁面の表面に立体
形状を形成させる立体形状表現手段によって、彫刻の技術を有する職人以外でも壁面に所
望の立体形状を形成させることができ、短時間で作業を行うことが可能となり、人件費や
工数の削減が実現し得る。
【００６０】
　さらに、本発明に係る壁面立体形状形成方法の立体形状表現手段は、所定の形状を有す
る型を用いて立体形状を形成させることから、壁面の全体或いは一部に所望の立体形状を
隆起させることができ、人件費や工数の削減に限らず、材料費や経費の削減にもつながる
と考えられる。
【００６１】
　また、本発明に係る壁面立体形状形成方法の立体形状表現手段は、更に部分的な型を用
いて色彩の異なる立体形状を形成させることを特徴とするため、従来左官コテ、ローラ及
び吹付器等の限られた器具で壁面表面に単調な模様表現のため変化が少なかった版下型抜
き板を使うことにより、立体でより隆起した彩色模様を造形することができるようになる
。なお、模様のばらつきもなく安定した立体彩色模様が形成できて作業が簡便にでき、工
期も短く日数短縮ができ、コストも安くすみ、建設時の戸建住宅、集合住宅、商業ビル等
々のさまざまな建築物の分野においてのみならず、日常で使用するリフォーム、たとえば
家屋における室内壁面、天井等々の表面仕上層を形成するのに効果的に適用可能で、構成
が複雑でなく、比較的少数の材料で構成されているため、簡易に廉価で製造することがで
きる。
【００６２】
　さらに、本発明に係る壁面立体形状形成方法の立体形状表現手段は、漆喰クリームを絞
り袋に入れ、前記絞り袋から前記漆喰クリームを押し出すことで立体形状を隆起させるた
め、型では表現することができない更に微細な立体形状を形成させることができる。なお
、型が無い場合等、突発的な依頼に対しても柔軟に対応することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６３】
　本発明に係る漆喰クリームは、ホタテ貝殻等から成る粉末（炭酸カルシウム）、消石灰
（水酸化カルシウム）、バインダーとして海藻粉末糊、角又、グアーガム、酸化チタン及
びセルロース繊維のうち少なくとも一つを主成分とし、それに増粘添加剤を配合したもの
である。かかる増粘添加剤は、増粘安定剤、ガムベース、セルロース誘導体、グアーガム
誘導体、増粘剤、バイオガム及び増粘多糖類を含むが、これらに限定されない。
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【００６４】
　ここで、増粘安定剤としては、アマシードガム、アツレオバシジウム培養液、アグロバ
クテリウムスクシノグリカン、アラビノガラクタン、アラビアガム、アルギン酸、アロエ
ベラ抽出液、ウェランガム、エレミ樹脂、オクラ抽出物、オリゴグルコサミン、海藻セル
ロース、カシアガム、褐藻抽出物、ガティガム、カードラン、カラギナン、カラヤガム、
カロブビーンガム、キサンタンガム、キダチアロエ抽出物、キチン、キトサン、グアーガ
ム、グアーガム酵素分解物、グルテン、グルテン分解物、酵母細胞壁、コンニャクイモ抽
出物、サイリウムシードガム、サツマイモシードガム、サバクヨモギシードガム、ジェラ
ンガム、スクレロガム、セスバニアガム、ダイズ多糖類、タマリンドシードガム、タラガ
ム、ダルマン樹脂、デキストラン、トラガントガム、トロロアオイ、ナタデココ、納豆菌
ガム、微小繊維状セルロース、ファーセレラン、フクロノリ抽出物、プルラン、プロピレ
ングリコール、ペクチン、マクロホモプシスガム、マンナン、モモ樹脂、ラムザンガム、
レバン、レンネットカゼイン、指定添加物としてアルギン酸ナトリウム、アルギン酸プロ
ピレングリコールエステル、カルボキシメチルセルロースカルシウム、カルボキシメチル
セルロースナトリウム、デンプングリコール酸ナトリウム、デンプンリン酸エステルナト
リウム、ポリアクリル酸ナトリウム、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルセルロースを含むが、これらに限定されない。
【００６５】
　また、ガムベースは、エステルガム、グリセリン脂肪酸、ショ糖脂肪酸エステル、ソル
ビタン脂肪酸エステル、ポリインブチレン、ポリブテン、プロピレングリコール脂肪酸エ
ステルが好ましい。さらに、かかるセルロース誘導体は、カルボキシメチルセルロース、
ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カチオン化セルロ
ース、ヒドロキシプロピルセルロース、ニチルセルロース、セルロースエーテル及び酢酸
セルロースを含むが、これらに限定されない。
【００６６】
　さらに、グアーガム誘導体については、ヒドロキシプロピルグアーガム、グアーガム加
水分解品、カルボキシメチル、カチオン化グアーガム及びヒドロキシプロピルグアーガム
、増粘剤については、アルギン酸ソーダ、ＰＶＭ/ＭＡクロスポリマー、カルボキシビニ
ールポリマー、ケイ酸アルミニウムマグネシュウム、ヘクトライト/有機ヘクトライト及
び合成ケイ酸ナトリウムマグネシウム、バイオガムについては、ダイユータンガムを含む
が、これらに限定されない。
【００６７】
　なお、上記多糖類を２種類以上組み合わせて併用する増粘多糖類を用いてもよい。
【００６８】
　本発明に係る漆喰クリームは、消石灰が空気中の二酸化炭素を吸収して硬化するもので
あり、硬化後は窒内空気中の有害物質ホルムアルデヒド、分解揮発性有機化合物（ＶＯＣ
）に対し吸着性及び吸放湿性、併せて結露防止効果と保湿効果を有し、また、抗菌性大腸
菌等の細菌カビ、ダニを防ぎ、さらに消臭に加え防火の効果がある。外壁用として使うと
きは耐久性を高めるべく、植物性の油を添加することが好ましい。
【００６９】
　また、スサ及び骨材は、壁塗材の乾燥硬化の収縮率を減少させ、剥がれやひび割れ防止
効果を発揮する補助材として挙げられる。スサについては、例として和紙、麻芋、ワラ、
炭素繊維が、骨材については例として珪砂、寒水石、炭酸カルシウム、消石灰等が挙げら
れる。本発明では、和紙、消石灰０.９ｍｍ～２.１ｍｍを使用し、スサ和紙は壁を補強す
るために配合する繊維質の補助材で５ｍｍ～１０ｍｍ程の長さに切り水容器に１０時間程
度浸したものを使うのが好ましい。使うときには水を切って配合物と攪拌混練する。骨材
は０.９ｍｍ～２.１ｍｍ程の粒子を使い、壁塗の厚さを２ｃｍ程とする場合は粒子２.１
ｍｍを使用して凹凸の表面模様を形成する。
【００７０】
　さらに、本発明の漆喰クリームに係るホタテ貝殻等から成る粉末は、海藻糊、角又の配
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合から発揮される下地接着力の向上性と消石灰の硬化性に伴って、海藻に含まれる微量元
素は、本発明に係る粉末、消石灰に同化し粒子間の呼吸作用が行われ、被膜が本発明に係
る粉末及び消石灰の間に張り付くことがない。加えて、湿気による膨張や乾燥による収縮
が発生せず、ひび割れや結露が防止でき、粒子間で二酸化炭素を吸収し硬化が進むので、
吸着性、吸放湿性の効果を発揮する。そして、合成樹脂アクリルエマルション、アクリル
シリコン共重体を使用すると壁表面に被膜が形成され、吸放湿性が減少する。角又は配合
物と練り合わせることにより、浸透性及び分散性が確保され、コテさばきがよく、壁表面
に糊が浮き出す皮張現象がないので作業がしやすいものとなる。
【００７１】
　本発明において、セルロース繊維たるドイツＪＲＳ社のアーボセル（登録商標。以下、
「セルロース繊維アーボセル」ともいう。）は、配合物として塗膜の乾燥硬化時にひび割
れの発生を防止し、厚塗りを可能にするものである。また、ホタテ貝殻を成分とする粉末
、消石灰、和紙、骨材及び角又の配合成分となじみがよい。一方、従来使われている水溶
性セルロースエーテルは、水の分布が無い結果、薄皮を形成する。セルロース繊維アーボ
セル（登録商標）は、粉末から繊維状１０μm～２００μmの天然セルロース充填材で、セ
ルロース繊維骨格により水分布を起こす。結果的に薄皮形成についての張力が減少するこ
とにより、安定した乾燥と接着力が得られ、水に溶けず粘性を増加させ、だれ止めやクラ
ック防止が図られ、軽量化の向上及び作業の向上の効果があり、厚塗りには、最適である
。
【００７２】
　本発明に係る漆喰クリームの配合割合は限定的なものではないが、ホタテ貝殻等から成
る粉末２０～８０重量％（好適には２５～４５重量％、最適には３８重量％）、消石灰１
０～５０重量％（好適には１２～２５重量％、最適には１８重量％）、角又粉末糊１～２
０重量％（好適には１～８重量％、最適には２重量％）、グアーガム０．１～５重量％（
好適には０．１～１０重量％、最適には０．２重量％）、酸化チタン１～１５重量％（好
適には１～８重量％、最適には２．５重量％）、セルロース繊維０．１～８重量％（好適
には０．３～２０重量％、最適には０．８重量％）、水３０～５０重量％（好適には３３
～４３重量％、最適には３８．５重量％）であることが好ましい。水（たとえば３０～５
０重量％を入れることによってクリームとなるが、入れなければ粉末ということになる。
上記の最適値を採用することで、漆喰の性能、施工性において極めて優れた品質の漆喰ク
リームが実現される。消石灰が多すぎる場合、乾燥硬化時の収縮によるひび割れ、剥がれ
が発生する傾向がある。消石灰の割合が少なくなりすぎると乾燥後の仕上層の吸着性等が
低下する傾向がある。しかし、ホタテ貝殻等から成る粉末を混入させることで、割れにく
くなり、ひび割れを減少させることができる。骨材、スサ（例えば和紙）を多めに入れる
と壁面の強度、耐久性が増加する。角又及びセルロース繊維は厚みを１０ｍｍぐらいにす
る場合には多めに入れ、粘着性を向上させる。厚塗りをする場合には、ひび割れ剥がれを
防止するため、二度塗りにする。この場合、角又及びセルロース繊維の割合が少なすぎる
と粘土が弱く乾燥硬化する際にひび割れが発生し、強度が不足してしまう。角又、セルロ
ース繊維の量を多く入れることにより粘土を高め、ホタテ貝殻等から成る粉末の割合を多
めにすることで、ひび割れ剥がれが防止できる。さらに、酸化チタンを添加することによ
り、仕上層に鮮明な色を出すことができ調色により多種類の色を鮮明に出すことが可能で
ある。
【００７３】
　本発明に係る漆喰クリームの壁塗方法は、その展開・応用方法に特に限定はなく、吹付
けの場合は材料を水で希釈しエアレス器でエアレスガンのノズルチップを変えることによ
り、壁表面の変化形成ができる。ローラを使用する場合にはローラ本体に模様を造作して
壁塗り表面に模様を付ける方法によるものである。左官鏝の場合は木鏝目荒し、刷毛引き
、縄目付け、網模様付け、掻き取り、壁の表面に凹凸を付ける象嵌壁と組み合わせて壁画
として建物の一部を構成、着色をして多彩模様を形成、所望の模様形成が可能である。建
築材壁表面に本発明に係る粉末漆喰クリームを壁塗りし乾燥後、硬化させることで所望の
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形状、厚みの表面仕上層が形成される。
【００７４】
　一方、本発明に係る壁面立体形状形成方法の実施例について、図面に基づいて詳細に説
明する。
【００７５】
　図１は、本発明の一実施形態に係る壁面立体彩色模様形成方法の一実施例を示すフロー
チャートである。図２は、本発明の一実施形態に係る壁面立体形成方法を正面視で概念的
に表した状態図である。また、図３及び図４は、本発明の一実施形態に係る壁面立体形成
方法で形成した立体形状を含む壁面９を断面視した断面図である。図３において、壁面構
造９に係る下地１、下塗り材２、下地層３、版下型抜き板固定４、上塗り層５、版下型抜
き板固定６、仕上層７及び隆起層８で断面を形成する。なお、以下の説明は、図２、図３
及び図４を併用して行う。
【００７６】
　図２において、立体形状を形成をする版下板に模様を描写しレーザ光線で型抜きをする
、図２の(a)に示すようなものを基盤として、たとえばタテ２４００ｍｍヨコ１２５０ｍ
ｍ厚み１０ｍｍの版下型抜きを作る。図２の(b)(c)(d)(e)に示すような別の模様について
は、タテ３００ｍｍヨコ４００ｍｍ厚み３ｍｍそれぞれの模様の大きさによりタテ、ヨコ
の大きさ、厚みを変えて作る。なお、これらの版下型抜きは、樹脂紙、油紙、合成樹脂ア
クリル板、アルミニウム及び木板のいずれかで、必要に応じて作る。各版下型抜きの寸法
については、上記したものは一例にすぎず、適宜寸法を変更しても、本願の技術思想に影
響はなく、これに含まれるものである。
【００７７】
　図３において、最初に壁面の下地石膏ボードに下塗り材合成樹脂カチオン系水性シーラ
をローラで塗布し、０．３ｍｍ～０．５ｍｍ程度の厚さで下塗り材２を形成し、数時間乾
燥させる。下塗り材２乾燥後さらにその上から漆喰クリーム材をコテで塗り厚さ１ｍｍ～
２ｍｍ程度の下地層３を形成する。乾燥後、図３及び図４に示す版下型抜き板４（図２に
示す(a)の版下型抜き板）に漆喰クリームを上からコテ塗りし、乾燥させる。
【００７８】
　乾燥後、さらにその上に図３に示す版下型抜き板６（図２に示す(b)(c)(d)(e)の各版下
型抜き板）を固定し、その上に版下型抜き板６に係る凹の部分に色の異なる漆喰クリーム
をコテ塗りして仕上層７にする。仕上層７の乾燥後、版下型抜き板６を剥離し、さらに乾
燥させた後、図２に示す（ｆ）のように、仕上層７を形成する。
【００７９】
　その後、さらに絞り袋を用いて色の異なる漆喰クリームを仕上層７の模様上に沿って搾
り出し隆起させ、乾燥後、所望の模様及び色彩を有する壁面立体形状を形成させることが
できる。
【実施例１】
【００８０】
　本発明に係る粉末漆喰クリームは、ホタテ貝殻粉末５～８０重量％、消石灰（水酸化カ
ルシウム）１０～９０重量％、角又０.２～３０重量％、酸化チタン０.２～２０重量％、
グアーガム０.２～１０重量％、セルロース繊維０.１～１０重量％及び水２８.５～４８
．５重量％を、合計重量％が矛盾を生じない数値のもの、および、カキ貝殻粉末２０～６
０重量％、水酸化カルシウム１０～５０重量％、角又１～２０重量％、酸化チタン１～１
５重量％、グアーガム０.５～５重量％、セルロース繊維０.１～８重量％及び水３０～４
０重量％を合計重量％が矛盾を生じない数値のものを採用して混合攪拌混練して作製した
。
【００８１】
シナ合板厚さ９ｍｍ、タテ４０ｃｍ、ヨコ６０ｃｍ板の下地材に下塗り材カチオン系水性
シーラを塗布し、３時間乾燥後、その上からホタテ貝殻及びカキ貝殻漆喰クリームを２ｍ
ｍ、１０ｍｍ、２０ｍｍ塗布し、２ｍｍを７日間、１０ｍｍを１４日間、２０ｍｍを２１
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日間乾燥硬化させ、目視で剥がれ及びひび割れの発生状況を判定したところ、剥がれひび
割れの発生は認められなかった。さらに、塗布した表面を水に４８時間浸した後取り出し
、１４日間乾燥させて目視により判定したところ、剥がれ及びひび割れの発生は認められ
なかった。
【００８２】
　ここで、壁面模様形成においてその材料により有する効果の相違を図５により説明する
。原料や副材にホルムアルデヒドやＶＯＣを含むか否かについては、ビニールクロスや塗
料においては含有され×として記載しているところ、漆喰や珪藻土と同様にホタテ貝殻漆
喰クリーム及びカキ貝殻粉末クリームでは、含有せず○として記載している。
【００８３】
　次に、ホルムアルデヒド吸着分解については、漆喰や珪藻土、ビニールクロス、塗料に
おいては含有されるため×として記載しているところ、ホタテ貝殻漆喰クリーム及びカキ
貝殻粉末クリームでは、含有していないため○として記載している。また、ＶＯＣ除去性
能については、ビニールクロスや塗料は吸着できないため×として記載しているところ、
漆喰や珪藻土についてはやや吸着できるため△として、一方でホタテ貝殻漆喰クリーム及
びカキ貝殻粉末クリームは、吸着できるため○としている。そして、抗菌・抗カビ効果に
ついては、ビニールクロスや塗料においてはその効果を有していないため×としていると
ころ、漆喰や珪藻土と同様にホタテ貝殻漆喰クリーム及びカキ貝殻粉末クリームでは、当
該効果を発揮するため○としている。さらに、消臭、不燃性、有害ガスを発生しないかど
うか、吸放湿性、廃棄公害とならないかどうか等の環境保全の観点においても、ビニール
クロス、塗料ではマイナスの結果であり×として記載しているが、漆喰や珪藻土と同様に
ホタテ貝殻漆喰クリーム及びカキ貝殻粉末クリームでは、プラスの効果を発揮するため、
○として記載している。
【００８４】
　加えて、壁面模様形成における施工塗り後の状態について、その材料により有する相違
を図６により説明する。漆喰や珪藻土においては、塗りの点でやや悪いため、△として記
載しているところ、ホタテ貝殻漆喰クリーム及びカキ貝殻粉末クリームでは、良好のため
○として記載している。また、ひび割れの点では、漆喰や珪藻土においてひび割れが見ら
れるため×としているところ、ホタテ貝殻漆喰クリーム及びカキ貝殻粉末クリームでは、
ひび割れが発生しないため○として記載している。
【００８５】
　さらに、壁面模様形成における施工塗り後の状態の収縮率の相違を図７により説明する
。収縮率の点では、漆喰や珪藻土において収縮率が大きいため、×としているところ、ホ
タテ貝殻漆喰クリーム及びカキ貝殻粉末クリームでは、収縮率が小さく良好であるため○
としている。
【実施例２】
【００８６】
　次に、本発明に係る壁面立体形状形成方法については、版下型抜き板はアクリル板をレ
ーザ光線で型抜した物をたとえば５枚使用し、石膏ボード下地表面に下塗材カチオン系水
性シーラを塗布する。乾燥後その上からホタテ貝殻等よ
り成る粉末着色漆喰クリームをコテ塗りする。乾燥硬化後に下地層形成については更に壁
面に版下型抜き板を固定して上からホタテ貝殻等より成る粉末着色漆喰クリームを塗布す
る。さらに、その上から版下型抜き板を固定してホタテ貝殻等より成る粉末着色漆喰クリ
ームを塗った後、同じ工程を２回繰り返し、版下型抜き板を剥離乾燥させる。そして、そ
の上から絞り袋（以下、「糊筒」
ともいう。）に入れたホタテ貝殻等より成る粉末着色漆喰クリームを絞り出して隆起させ
、壁面立体彩色模様を造形する。
【００８７】
　図１は、本発明の一実施形態に係る壁面立体形状形成方法の全体像を示すフローチャー
トである。同図に示すように、本発明の一実施形態に係る形成方法は、最初に壁面の下地
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石膏ボードに下塗材合成樹脂カチオン系水性シーラをローラで塗布し、下塗層２を形成し
、数時間乾燥させる。下塗層乾燥後さらにその上から漆喰クリーム材をコテで塗りし、下
地層を形成する。版下型抜き板を固定し、固定凹部分における凸の部分に漆喰クリームを
上からコテ塗りし、乾燥させる。乾燥後さらにその上に版下型抜き板を固定し、加えてそ
の上の凹の部分に色の異なる漆喰クリームをコテ塗りする。乾燥後、版下型抜き板を剥離
し、乾燥させた後上地層表面仕上げ層を形成する。その後色ごとに漆喰クリームを円すい
形の糊筒に入れ、表面仕上げ層の模様上に沿って搾り出して隆起させ、乾燥後本発明に係
る形成方法によって造形される壁面立体彩色模様が完成する。
【００８８】
　以上、説明したように、本発明に係る漆喰クリームによれば、当該漆喰クリームを建築
物の室内壁面、天井面及び外壁面等に塗布すれば、一回の壁塗り作業で所望の厚みの平滑
な表面仕上層が形成できる。さらに、従来の漆喰壁塗りのような重ね塗りを要することも
ない。また、材料を水で希釈しエアレス器でエアレスガンの吹付けを行うと、平滑な表面
仕上層が形成される。加えて、ローラ本体に模様を造作し、壁塗り表面に模様仕上層を形
成し得るものである。
【００８９】
　貝殻粉末、消石灰を主成分として成る本発明に係る漆喰クリームは、吸放湿性、消臭、
結露、カビ、細菌が効果的に防止でき、ホルムアルデヒドの吸収分解揮発性化合物（ＶＯ
Ｃ）の吸着有毒ガスの発生による室内空気汚染のおそれがない。
【００９０】
　セルロース繊維のアーボセルは、セルロース充填材で天然品であり、他の水溶性セルロ
ースとは相違し水に溶けず粘性を増加させ、だれ止めやクラック防止が図られ、軽量化の
向上及び作業の向上の効果があり、厚塗りには、最適である。他のセルロースエーテルは
水の分布がない結果、薄皮を形成する。セルロース繊維アーボセルはセルロース繊維骨格
によって、水分布を起こすものであり、結果的に薄皮形成についての張力が減少すること
により、安定した乾燥と接着力が得られる。海藻粉末糊、角又、ホタテ貝殻粉末及び消石
灰と水との混合により下地との接着力を向上させ、硬化に伴っての角又糊による被膜の発
生は起こらず、被膜が表面に張り付くこともない。さらに湿気による膨張や乾燥による収
縮が発生せず、配合物と練り合わせることより、浸透性、分散性を発揮する。これにより
コテさばきがよく、壁表面に糊が浮き出す皮張現象がないため作業が簡便となる。更に配
合物に多糖類グアーガムを添加することにより、配合物と水と混合攪拌混練すると融合し
てクリーム状になる。これを容器に入れ、長期保存が可能である。
【００９１】
　したがって本発明によれば、版下型抜き板を使うことにより、立体でより隆起した彩色
模様を造形することができる。さらに、版下型抜き板の使用により、従来の形成方法と比
較して格段に簡便に形成することができる。また、特に熟練工でなくても老人や子供等に
おいて、十分簡易に形成が可能となる。加えて、製造についても廉価で行うことが可能で
ある。
【００９２】
　なお、本願発明は、上述した実施形態に限定されるものでなく、その技術思想の同一及
び等価に及ぶ範囲において上述した実施形態への様々な変形、追加、置換、拡大、縮小等
を許容するものである。たとえば、上述の説明では漆喰クリーム及び壁面立体形状形成方
法として説明したが、当該クリーム及び壁面の模様形成方法に限定されず、かかる形態を
とらないものでも、本願に係る技術的思想は適用可能である。具体的には、上記の説明に
おける建築用壁塗り材及び壁面形成方法を芸術作品材料及び芸術作品製作方法に置き換え
ることにより、同じ思想を芸術作品として床面等について実現することができる。その詳
細については上記の説明をもって替えるものとし、ここでの記載は省略する。
【００９３】
　また、上述したものは本願に係る技術思想を具現化するための実施形態の一例を示した
にすぎないものであり、他の実施形態でも本願に係る技術思想を適用することが可能であ
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る。これらはすべて本願の技術思想の範囲に含まれる。
【００９４】
　さらに、たとえば、上記の説明においては、クリーム単体として本発明の技術思想を説
明したが、本発明は、これらのクリームが集合的に形成される建築材料として実現しても
よく、本願はこれらの実施形態も包含するものである。
【００９５】
　また、本願発明を用いて生産される装置、方法、システムが、その２次的生産品に登載
されて商品化された場合であっても、本願発明の価値は何ら減ずるものではない。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　本発明に係る漆喰クリームによれば、建築物の室内壁面、天井面及び外壁面等に塗布す
ることで、一回の壁塗り作業により所望の厚みの平滑な表面仕上層が形成できる。また、
材料を水で希釈しエアレス器でエアレスガンの吹付けを行うと、平滑な表面仕上層が形成
され、ローラ本体に模様を造作し、壁塗り表面に模様仕上層を形成し得るものである。
【００９７】
　本発明に係る立体形状形成方法によれば、貝殻粉末及び消石灰を主成分として成るため
、吸放湿性、消臭、結露、カビ及び細菌が効果的に防止でき、ホルムアルデヒドの吸収分
解揮発性化合物（ＶＯＣ）の吸着有毒ガスの発生による室内空気汚染のおそれがない。ま
た、版下型抜き板を使うことにより、立体でより隆起した彩色模様を造形することができ
、さらに、熟練工でなくても当該版下型抜き板の使用により作業をすると、簡単に施行が
できる立体彩色模様形成方法を提供し得る。
【００９８】
　加えて、壁表面並びに模様に仮にひび割れが生じた場合においても、ひび割れ部分に漆
喰クリームを塗布し、布に水を含ませ軽くこすり、漆喰クリームを当該部分に浸透させ布
でぼかした後乾燥硬化させると再生、修復を簡単に行うことができる。
【００９９】
　さらに、当該版下型抜き板を用い施行すると模様のばらつきもなく安定した立体彩色模
様が形成可能で作業が簡便であり、工期も短く日数が短縮され、かつコストも安く済ませ
ることができる。
【０１００】
　しかも、本発明は、戸建住宅、集合住宅、商業ビル等々のさまざまな建築物の建設時に
おいてはもちろん、リフォーム、たとえば家屋における室内壁面、天井等々の表面仕上層
を形成する場合等々に効果的に適用することができる。
【０１０１】
　さらに、構成が複雑でなく、比較的少数の材料で構成されているため、簡易に廉価で製
造することが可能となるので、あらゆる壁面形成等の分野において広く利用することがで
きる。したがって、本願発明は、建設業、住宅産業を初め、工芸品産業、装飾品産業等各
種の産業において利用価値が高い。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】本発明の一実施形態に係る壁面立体彩色模様形成方法の一実施例を示すフローチ
ャートである。
【図２】本発明の一実施形態に係る壁面立体形成方法を正面視で概念的に表した状態図で
ある。
【図３】本発明の一実施形態に係る壁面立体形成方法で形成した立体形状を含む壁面９を
断面視した断面図である。
【図４】本発明の一実施形態に係る壁面立体形成方法で形成した立体形状を含む壁面９を
断面視した断面図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る壁面模様形成においてその材料により有する効果の相
違を示す表である。
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【図６】本発明の一実施形態に係る壁面模様形成における施工塗り後の状態について、そ
の材料により有する相違を示す表である。
【図７】本発明の一実施形態に係る壁面模様形成における施工塗り後の状態の収縮率の相
違を示す表である。
【符号の説明】
【０１０３】
　１　　下地
　２　　下塗り材
　３　　下地層
　４　　版下型抜き板
　５　　上塗り層
　６　　版下型抜き板
　７　　仕上層
　８　　隆起層
　９　　壁面構造

【図３】

【図４】

【図６】

【図７】
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